


は、「北の国から」など、テレビや
舞台を中心に数多くの名作を世

に送り出してきた脚本家・倉本聰の代表作の一つです。本作
が書かれた40年前、環境問題が今ほど取り上げられていな
かった時代に、早くもこの問題に警鐘を鳴らしています。
これまで舞台やラジオドラマなどで多くのファンを魅了し

てきた本作が、この度オペラ「ニングル」として新たな一歩を
踏み出します。倉本作品初となるオペラ化であり、ジャンル
を問わず、多方面から注目を集めています。作曲はテレビ、映
画の劇伴で活躍し、オペラ「禅～ZEN～」の作曲で高い評価
を得た渡辺俊幸。オペラ脚本は原作者・倉本聰の信任が厚い
吉田雄生が担い、オペラ脚本家としてデビューを飾ります。
指揮と演出には、2023年2月に日本オペラ協会公演「源氏
物語」を大成功に導いた田中祐子と岩田達宗が再びタッグ
を組み、本作に命を吹き込みます。
金がなければ暮らしていけない。だが、森がなければ生き

ていけない。《ニングル》は、この二つの現実の間で苦悩する
二人の若者の相剋のドラマです。現実のために未来を忘れ
る青年・勇太（ユタ）をバリトンの須藤慎吾と村松恒矢が、未
来を想って現実に破れ死を選ぶもう一人の青年・才三を、テ
ノールの海道弘昭と渡辺康が演じます。また、プリマドンナ
の佐藤美枝子と光岡暁恵がかつらを務める他、日本オペラ
協会を牽引する歌手陣が、東京フィルハーモニー交響楽団の
演奏に乗せて本作の世界を表現します。
『昔に返せ』『未来につなげ』…ニングルから人間への痛切
な訴えを今、日本オペラ協会渾身の想いでお届けします。

《ニングル》

田中祐子：五島記念文化賞オペラ新人賞受賞記念

2024年2月10日 ／11日 終演後 会場内にて

田中祐子×渡辺俊幸 アフタートーク開催
※事前予約不要。当日の公演チケットをお持ちの方のみ
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